
中国の文化Ⅸ第２回

殷代

漢字の誕生



文
字
は
人
類
が
こ
と
ば
を
記
録
す

る
た
め
に
発
明
し
た
最
初
の
装
置
で

あ
る
。

文
字
の
誕
生
に
よ
っ
て
人
類
は
時

間
や
空
間
を
越
え
て
、
こ
と
ば
を
伝

え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

中
国
で
発
明
さ
れ
、
や
が
て
東
ア

ジ
ア
の
共
通
文
字
と
な
っ
た
漢
字
は

い
つ
ご
ろ
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
は
中
国
最
古
の
漢
字
で
あ
る

甲
骨
文
字
と
、
そ
の
発
見
に
よ
っ
て

実
在
が
確
認
さ
れ
た
殷
王
朝
、
さ
ら

に
そ
の
研
究
に
従
事
し
た
研
究
者
た

ち
の
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。



マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ(

一
五
五
二
～
一
六
一
〇)

イ
エ
ズ
ス
会
士
。
イ
タ
リ
ア
生
。
ロ
ー

マ
学
院
で
数
学
、
天
文
学
を
学
ん
だ
後
、

東
方
伝
道
を
志
し
、
一
五
八
二
年
に
澳
門

に
到
着
。
優
れ
た
中
国
語
力
と
科
学
知
識

に
よ
っ
て
中
国
の
人
々
の
尊
敬
を
集
め
、

一
六
〇
一
年
に
は
北
京
で
明
の
万
暦
帝
に

拝
謁
し
、
北
京
在
住
と
中
国
全
土
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
許
可
を
得
た
。



こ
の
文
字
を
使
う
国
民
は
、
た
と
え
非

常
に
言
語
の
異
な
っ
た
国
民
の
間
で
も
、

み
な
文
字
や
書
物
を
介
し
て
相
互
に
理
解

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
洋
の
文
字

で
は
こ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
か
ら

日
本
と
シ
ャ
ム
と
中
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

個
の
大
国
で
、
言
葉
も
ま
た
ま
っ
た
く

違
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
相
互
理
解
が
非

常
に
よ
く
行
な
わ
れ
、
同
じ
文
字
が
各
国

で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
通
信
一
五
八
三
年
二
月
十
三
日

平
川
祐
弘
『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
１
』

（
東
洋
文
庫
一
四
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）



？
これは何でしょう？



金
錯
銘
鉄
剣

一
九
六
八
年
に
埼
玉
県
行
田
市
の
稲
荷

山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
全
長
七
十
三
・
五

セ
ン
チ
の
鉄
剣
。
十
年
後
、
保
存
処
理
の

過
程
で
表
に
五
七
字
、
裏
に
五
八
字
の
計

一
一
五
字
の
銘
文
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
銘
文
に
は
「
辛
亥
年
（
四
七
一
？
）

七
月
中
記
す
」
と
あ
り
、
大
和
朝
廷
の
雄

略
天
皇
と
さ
れ
る
「
獲
加
多
支
鹵
（
ワ
カ

タ
ケ
ル
）
大
王
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

金錯銘鉄剣（埼玉県行田市）



ワ
カ
タ
ケ
ル(

雄
略
天
皇)

時
代
の
文
化
交
流

大
長
谷
の
若
建(

ワ
カ
タ
ケ
ル)

命
、
長

谷
朝
倉
の
宮
に
坐
し
、
天
下
を
治
む‥

‥

此
の
時
、
呉(

中
国
南
朝
宋)

の
人
、
参
り
渡

り
来
り
ぬ
。
其
の
呉
の
人
を
呉
原
に
安
置

す
。
故
に
其
の
地
を
号
し
て
「
呉
原
」(

現

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
栗
原)

と
謂
う
。

古事記（國學院大學図書館蔵）



漢
字
の
誕
生

漢
字
の
発
明
は
、
中
華
文
明
を
誕
生
さ

せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
言
語
を
異
に
す
る

東
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
に
漢
語
と
い
う
共
通

語
（L

in
g
u
a F

ran
ca

）
を
与
え
、
そ
れ
を
基

盤
と
す
る
文
明
圏
の
成
立
と
高
度
な
精
神

的
交
流
を
可
能
に
し
た
。

金錯銘鉄剣（埼玉県行田市）



東
ア
ジ
ア
の
文
明
の
発
展
の
基
礎

と
な
っ
た
漢
字
で
あ
る
が
、
十
九
世

紀
、
「
西
欧
の
衝
撃
」
に
よ
っ
て
中

国
が
弱
体
化
す
る
と
、
漢
字
と
そ
れ

を
生
み
出
し
た
中
国
文
明
へ
の
批
判

が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



西
洋
の
衝
撃(W

estern
 Im

p
act)

と
漢
字

明
か
ら
清
へ
と
四
百
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
続
い
た
海
禁
政
策
に
よ
っ
て
、

中
国
は
政
治
、
科
学
、
教
育
、
軍
事
な

ど
の
面
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
き
く
後
れ

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
四
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
麻
薬
密

輸
に
端
を
発
し
た
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争

は
、
清
朝
側
の
敗
北
に
終
わ
り
、
東
ア

ジ
ア
の
国
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。



Steam ship Nemesis destroying the Chinese war junks in Anson's Bay

(虎門安森湾) 7 January 1841

National Maritime Museum, Greenwich, London 



？
中国の弱体化を見た日本人の中には、

その原因が漢字の使用にあるとして、漢

字廃止論を唱える者もいた。写真はその

代表的な人物だが、これは誰でしょう？



前
島
密(

一
八
三
五
～
一
九
一
九)

新
潟
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
る
。
江
戸

で
洋
学
を
修
め
、
幕
臣
前
島
家
を
継
ぐ
。

一
八
六
六
年
、
教
育
普
及
の
た
め
、
幕
府

に
「
漢
字
御
廃
止
之
儀
」
を
献
策
し
た
。

維
新
後
は
明
治
政
府
に
出
仕
し
、
イ
ギ

リ
ス
留
学
後
、
日
本
の
近
代
的
郵
便
制
度

の
創
設
に
尽
力
。
政
変
に
よ
り
一
時
政
府

を
去
る
が
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
、

逓
信
次
官
と
し
て
官
界
に
復
帰
、
電
話
事

業
の
創
始
に
当
た
っ
た
。



漢
字
廃
止
論

國
家
の
大
本
は
國
民
の
教
育
に
し
て
、

其
教
育
は
士
民
を
論
ぜ
ず
國
民
に
普(

あ
ま

ね)

か
ら
し
め
、
之
を
普
か
ら
し
め
ん
に
は

成
る
可
く
簡
易
な
る
文
字
文
章
を
用
ひ
ざ

る
可
ら
ず
。‥

‥
‥

然
ら
ば
御
國
に
於

て
も
西
洋
諸
國
の
如
く
音
符
字
（
假
名

字
）
を
用
ひ
て
教
育
を
布
か
れ
、
漢
字
は

用
ひ
ら
れ
ず
、
終
に
は
日
常
公
私
の
文
に

漢
字
の
用
を
御
廢
止
相
成
候
樣(

あ
い
な
り

そ
う
ろ
う
や
う)

に
と
奉
存
候(

ぞ
ん
じ
た
て
ま

つ
り
そ
う
ろ
う)

。

前
島
密
「
漢
字
御
廢
止
之
儀
」(

一
八
六
六
年)



脱
亜
論

我
日
本
の
國
土
は
亞
細
亞
の
東
邊
に
在

り
と
雖
も
其
國
民
の
精
神
は
既
に
亞
細
亞

の
固
陋
を
脱
し
て
西
洋
の
文
明
に
移
り
た

り
。
然
る
に
爰(
こ
こ)

に
不
幸
な
る
は
近

隣
に
國
あ
り
、
一
を
支
那
と
云
ひ
、
一
を

朝
鮮
と
云
ふ
。
此
二
國
の
者
共
は
一
身
に

就
き
又
一
國
に
關
し
て
改
進
の
道
を
知
ら

ず
、
交
通
至
便
の
世
の
中
に
文
明
の
事
物

を
聞
見
せ
ざ
る
に
非
さ
れ
ど
も
耳
目
の
聞

見
は
以
て
心
を
動
か
す
に
足
ら
ず
し
て
其

古
風
舊
慣
に
戀
々
す
る
の
情
は
百
千
年
の

古
に
異
な
ら
ず
。

福
澤
諭
吉
「
脱
亜
論
」(

明
治
十
八
年(

一
八
八
五))

脱
亜
論

明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
化
を
実
現

し
た
日
本
で
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
袂

を
わ
か
ち
、
西
欧
列
強
と
行
動
を
と
も

に
す
べ
き
と
の
議
論
が
起
こ
る
。



脱
亜
論

我
日
本
の
國
土
は
亞
細
亞
の
東
邊
に
在

り
と
雖
も
其
國
民
の
精
神
は
既
に
亞
細
亞

の
固
陋
を
脱
し
て
西
洋
の
文
明
に
移
り
た

り
。
然
る
に
爰
に
不
幸
な
る
は
近
隣
に
國

あ
り
、
一
を
支
那
と
云
ひ
、
一
を
朝
鮮
と

云
ふ
。
此
二
國
の
者
共
は
一
身
に
就
き
又

一
國
に
關
し
て
改
進
の
道
を
知
ら
ず
、
交

通
至
便
の
世
の
中
に
文
明
の
事
物
を
聞
見

せ
ざ
る
に
非
さ
れ
ど
も
耳
目
の
聞
見
は
以

て
心
を
動
か
す
に
足
ら
ず
し
て
其
古
風
舊

慣
に
戀
々
す
る
の
情
は
百
千
年
の
古
に
異

な
ら
ず
。

福
澤
諭
吉
「
脱
亜
論
」(

明
治
十
八
年(

一
八
八
五))



脱
亜
論

左
れ
ば
今
日
の
謀
を
爲
す
に
我
國
は
隣

國
の
開
明
を
待
て
共
に
亞
細
亞
を
興
す
の

猶
豫
あ
る
可
ら
ず
。
寧
ろ
其
伍
を
脱
し
て

西
洋
の
文
明
圏
と
進
退
を
共
に
し
、
其
支

那
・
朝
鮮
に
接
す
る
の
法
も
隣
國
な
る
が

故
に
と
て
特
別
の
會
釋
に
及
ば
ず
。
正
に

西
洋
人
が
之
に
接
す
る
の
風
に
從
て
處
分

す
可
き
の
み
。

惡
友
を
親
し
む
者
は
共
に
惡
名
を
免
か

る
可
ら
ず
。
我
れ
は
心
に
於
て
亞
細
亞
東

方
の
惡
友
を
謝
絶
す
る
も
の
な
り
。

福
澤
諭
吉
「
脱
亜
論
」(

明
治
十
八
年(

一
八
八
五))



「帝国艦隊、威海衛に於いて敵艦を撃沈す」（1895年）

（日清戦争錦絵、国立国会図書館所蔵）

戦
争
の
時
代
へ

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
、
日

中
両
国
の
間
で
つ
い
に
戦
争
が
起
こ
る
。

日
清
戦
争
で
あ
る
。



「帝国艦隊、威海衛に於いて敵艦を撃沈す」（1895年）

（日清戦争錦絵、国立国会図書館所蔵）
「平壌大勝利の図5年）

（日清戦争錦絵、野田市立興風図書館蔵）



「帝国艦隊、威海衛に於いて敵艦を撃沈す」（1895年）

（日清戦争錦絵、野田市立興風図書館蔵）



「講和談判の図」

（日清戦争錦絵、野田市立興風図書館蔵）



白鳥庫吉 (1865～1942)

中
国
古
代
史
批
判

「
堯
舜
禹
の
三
帝
を
は
じ
め
、
夏
后
氏

及
び
殷
代
の
歴
史
と
し
て
今
日
記
録
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
は
、
悉
く
假
作
の
物

語
で
あ
っ
て
、
之
を
實
際
の
歴
史
と
認

め
る
こ
と
は
出
來
な
い
」

白
鳥
庫
吉
『
支
那
古
代
史
の
批
判
』(

全
集
八
巻
所
収)

ア
ジ
ア
蔑
視
の
広
が
り

日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
、
さ

ら
に
ア
ジ
ア
へ
の
蔑
視
を
強
め
、
そ
の

傾
向
は
や
が
て
学
問
の
世
界
へ
も
広

が
っ
て
い
っ
た
。



白鳥庫吉 (1865～1942)

中
国
古
代
史
批
判

「
堯
舜
禹
の
三
帝
を
は
じ
め
、
夏
后
氏

及
び
殷
代
の
歴
史
と
し
て
今
日
記
録
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
は
、
悉
く
假
作
の
物

語
で
あ
っ
て
、
之
を
實
際
の
歴
史
と
認

め
る
こ
と
は
出
來
な
い
」

白
鳥
庫
吉
『
支
那
古
代
史
の
批
判
』(

全
集
八
巻
所
収)



B.C.1600

1500

1400

1300

1200

1100

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

+

AD100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

三皇五帝

夏

殷

周

春秋戦国時代

秦

漢

魏 蜀 呉

晋

南北朝時代
隋

唐
五代十国

遼 北宋
金 南宋

元

明

清
中華民国

中華人民共和国



B.C.1600

1500

1400

1300

1200

1100

1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

+

AD100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

三皇五帝

夏

殷

周

春秋戦国時代

秦

漢

魏 蜀 呉

晋

南北朝時代
隋

唐
五代十国

遼 北宋
金 南宋

元

明

清
中華民国

中華人民共和国

殷王朝以前の歴史を否定



林泰輔（1854～1922）白鳥庫吉 (1865～1942)

中
国
古
代
史
擁
護

こ
う
し
た
中
、
中
国
の
古
典
を
擁
護
し
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
古
代
王
朝
の
実
在
を
証

明
し
よ
う
と
し
た
日
本
人
が
い
た
。
林
泰

輔
で
あ
る
。



講義内容

第一節 殷王朝は実在したのか

～中国古代史をめぐる漢学者と東洋学者の論争

第二節 甲骨資料の発見

～殷王朝の実在を証明した古代文字

第三節 殷墟の発掘

～現代によみがえった古代王朝



林泰輔（1854～1922）白鳥庫吉 (1865～1942)

第一節

殷王朝は実在したのか

中国古代史をめぐる

漢学者と東洋学者の論争



林泰輔（1854～1922）

林
泰
輔
（
一
八
五
四
～
一
九
二
二
）

漢
学
者
。
安
政
元
年(

一
八
五
四
年)

、

千
葉
県
生
。
郷
里
の
漢
学
者
・
並
木
栗
水

か
ら
清
朝
の
考
証
学
を
学
び
、
明
治
二
〇

年(

一
八
八
七)

、
東
京
大
学
古
典
講
習
科

漢
書
科
を
卒
業
し
た
。

明
治
四
一
年(

一
九
〇
八)

、
東
京
高
等

師
範
学
校
・
教
授
と
な
り
、
大
正
一
一
年

(

一
九
二
二)

、
同
校
在
任
中
に
没
。



林泰輔（1854～1922）

酒
を
飲
ま
ず
、
烟
草
を
吸
は
ず
、
碁
も

打
た
ず
、
将
棋
も
指
さ
ず
、
書
画
骨
董
も

好
む
所
な
く
、
学
校
の
講
席
に
臨
む
外
は
、

終
日
端
座
し
て
机
に
対
ひ
、
書
を
読
み
筆

を
執
り
て
余
念
な
か
り
し
は
、
亡
友
林
浩

卿
博
士
の
日
々
の
生
活
な
り
。

瀧
川
亀
太
郎
「
『
支
那
上
代
之
研
究
』
序
」

【
解
説
】

瀧
川
亀
太
郎
は
『
史
記
会
注
校
証
』
の
著
者
。
林
と
は

学
生
時
代
に
寝
食
を
共
に
し
た
学
友
だ
っ
た
。



漢
学
者
た
ち
が
学
ん
だ
孔
子
の
教
え

子
曰
、
述
而
不
作
、
信
而
好
古

私
は
事
実
を
伝
え
る
だ
け
で
、
勝
手
な
創
作
な

ど
は
し
な
い
。
む
か
し
の
人
が
伝
え
た
も
の
を
信

じ
、
そ
れ
を
大
切
に
し
て
い
る
だ
け
だ

（
論
語
述
而
第
七
）



白
鳥
庫
吉(

一
八
六
五
～
一
九
四
二)

東
洋
学
者
。
慶
応
元
年(

一
八
六
五
年)

、

千
葉
県
茂
原
市
に
生
ま
れ
る
。

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
で
、

当
時
二
十
代
だ
っ
た
リ
ー
ス
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
科
学
的
歴
史
研
究
法
を
学
ぶ
。

卒
業
後
、
学
習
院
教
授
、
文
科
大
学
教

授
、
東
宮
御
用
掛
な
ど
を
歴
任
。
京
都
帝

国
大
学
の
東
洋
学
者
・
内
藤
湖
南
と
と
も

に
「
東
の
白
鳥
庫
吉
、
西
の
内
藤
湖
南
」

と
並
び
称
さ
れ
た
。

白鳥庫吉 (1865～1942)



L
u
d
w

ig
 R

iess
(

一
八
六
一
～
一
九
二
八)

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
。
一
八
八
〇

年
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
し
、
史
料
の

科
学
的
分
析
に
よ
る
近
代
科
学
と
し
て
の

歴
史
学
を
確
立
し
た
ラ
ン
ケ(L

eo
p
o
ld

 v
o
n
 

R
an

k
e 

一
七
九
五
～
一
八
八
六)

に
学
ぶ
。

一
八
八
七
年(

明
治
二
〇
年)

、
東
京
帝
国

大
学
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
一
九
〇
二

年(

明
治
三
五
年)

ま
で
一
五
年
間
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
科
学
的
歴
史
研
究
法
を
伝
え
た
。



白鳥庫吉 (1865～1942)

中
国
古
代
史
批
判

「
堯
舜
禹
の
三
帝
を
は
じ
め
、
夏
后
氏

及
び
殷
代
の
歴
史
と
し
て
今
日
記
録
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
は
、
悉
く
假
作
の
物

語
で
あ
っ
て
、
之
を
實
際
の
歴
史
と
認

め
る
こ
と
は
出
來
な
い
」

白
鳥
庫
吉
『
支
那
古
代
史
の
批
判
』(

全
集
八
巻
所
収)
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殷王朝以前の歴史を否定



林泰輔（1854～1922）白鳥庫吉 (1865～1942)

尭舜禹抹殺論論争



林泰輔（1854～1922）

周
代
以
前
に
於
て
い
か
な
る
時
代
の
存

在
せ
し
か
と
い
ふ
に
、
唐
と
い
ひ
虞
と
い

ひ
夏
と
い
ひ
殷
と
い
ふ
も
の
あ
り
し
こ
と

は
、
尚
書
そ
の
他
左
傳
、
史
記
等
の
諸
書

の
傳
ふ
る
所
な
り
。
而
し
て
こ
の
説
の
然

否
を
確
か
め
ん
と
せ
ば
、
書
籍
以
外
の
實

物
に
就
て
研
究
す
る
よ
り
善
き
は
な
し
。

林
泰
輔
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
に
就
て
」



林泰輔（1854～1922）

た
ヾ
周
代
以
前
の
研
究
材
料
と
な
す
べ

き
も
の
は
從
來
世
に
知
ら
れ
た
る
も
の
、

僅
に
古
銅
器
の
類
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
そ

の
古
銅
器
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
殷
器
と
稱

せ
し
も
の
、
果
し
て
殷
器
な
り
や
否
や
、

他
に
正
確
な
る
傍
證
の
あ
ら
ざ
る
限
り
は
、

容
易
に
信
じ
難
き
も
の
な
り
。

林
泰
輔
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
に
就
て
」



大盂鼎（周代B.C.1000頃）

大
盂
鼎
（
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
）

清
の
道
光
初
年
（
一
八
二
一
～
三
〇
）
、

陝
西
省
郿
県
礼
村
（
岐
山
の
南
麓
、
周
原
の

地
）
で
発
見
さ
れ
た
。

銘
文
に
あ
る
「
二
十
三
年
祀
」
と
い
う

紀
年
と
内
容
か
ら
、
周
の
康
王(

殷
を
滅
ぼ

し
た
武
王
の
孫)

の
二
三
年(
紀
元
前
一
〇
〇
〇

年
ご
ろ)

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。



大盂鼎（周代B.C.1000頃） 大盂鼎の銘文（拓本）



林泰輔（1854～1922）

た
ヾ
周
代
以
前
の
研
究
材
料
と
な
す
べ

き
も
の
は
從
來
世
に
知
ら
れ
た
る
も
の
、

僅
に
古
銅
器
の
類
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
そ

の
古
銅
器
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
殷
器
と
稱

せ
し
も
の
、
果
し
て
殷
器
な
り
や
否
や
、

他
に
正
確
な
る
傍
證
の
あ
ら
ざ
る
限
り
は
、

容
易
に
信
じ
難
き
も
の
な
り
。

林
泰
輔
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
に
就
て
」

？
林泰輔はどのような物証によって

殷王朝の実在を証明しようと考えたのか？



林泰輔（1854～1922）

然
る
に
近
來
、
古
銅
器
以
外
に
於
て
有

力
な
る
證
據
の
發
見
せ
ら
る
ヽ
も
の
あ
り
。

そ
は
清
の
光
緒
二
十
五
年
（
明
治
三
十
二

年
、
一
八
八
九
年
）
河
南
省
に
て
發
見
せ
ら

れ
た
る
龜
甲
獸
骨
に
文
字
を
彫
刻
せ
し
も

の
是
な
り
。林

泰
輔
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
に
就
て
」



林泰輔（1854～1922）亀甲に刻まれた甲骨文字



第二節

甲骨文字の発見

殷王朝の実在を証明した

中国最古の文字



亀甲に刻まれた甲骨文字

甲
骨
文
字
の
発
見

白
鳥
庫
吉
と
林
泰
輔
が
中
国
古
代
史
の

実
在
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
を
始
め
る

十
年
ほ
ど
前
、
中
国
で
は
歴
史
学
者
た
ち

の
認
識
を
変
え
る
画
期
的
な
事
件
が
起

こ
っ
て
い
た
。

亀
甲
や
獣
骨
に
刻
ま
れ
た
謎
の
古
代
文

字
「
甲
骨
文
字
」
の
発
見
で
あ
る
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



王
懿
栄
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
〇
）

甲
骨
文
字
を
発
見
し
た
の
は
、
清
末
の

文
人
官
僚
・
王
懿
栄
で
あ
っ
た
。

金
石
学
（
古
代
文
字
学
）
の
学
者
で
も

あ
っ
た
彼
は
、
一
八
九
九
年
、
マ
ラ
リ
ア

治
療
の
た
め
に
購
入
し
た
薬
材
に
未
知
の

古
代
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

た
。
彼
は
こ
れ
を
「
殷
商
の
故
物
」
と
考

え
、
甲
骨
資
料
千
余
片
を
収
集
し
た
。

王懿栄（1845～1900）



王
懿
栄
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
〇
）

甲
骨
文
字
を
発
見
し
た
の
は
、
清
末
の

文
人
官
僚
・
王
懿
栄
で
あ
っ
た
。

金
石
学
（
古
代
文
字
学
）
の
学
者
で
も

あ
っ
た
彼
は
、
一
八
九
九
年
、
マ
ラ
リ
ア

治
療
の
た
め
に
購
入
し
た
薬
材
に
未
知
の

古
代
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し

た
。
彼
は
こ
れ
を
「
殷
商
の
故
物
」
と
考

え
、
甲
骨
資
料
千
余
片
を
収
集
し
た
。

王懿栄（1845～1900）

？
甲骨文字の発見者である王懿栄が、

その研究において名を残していないのは

なぜでしょうか？
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王懿栄、甲骨文字を発見（1899年）

義和団事件(1900)



紫禁城（現在の故宮）の中を行軍する八カ国連合軍（1900）



王
懿
栄
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
〇
）

翌
一
九
〇
〇
年
、
義
和
団
事
件
が
起
こ

る
と
、
王
懿
栄
は
弁
理
京
城
団
練
大
臣
と

し
て
首
都
北
京
の
防
衛
を
命
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
北
京
が
八
カ
国
連
合
軍
（
イ

ギ
リ
ス
，
ア
メ
リ
カ
，
ド
イ
ツ
，
フ
ラ
ン

ス
，
ロ
シ
ア
，
日
本
，
イ
タ
リ
ア
，
オ
ー

ス
ト
リ
ア

）
に
占
領
さ
れ
る
と
、
自
宅
の

壁
に
「
主
憂
う
れ
ば
臣
辱
じ
、
主
辱
し
め

ら
る
れ
ば
臣
死
す
」
と
い
う
辞
世
の
句
を

残
し
、
井
戸
に
身
を
投
げ
て
自
害
し
た
。

王懿栄（1845～1900）
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劉鶚、鉄雲蔵亀を出版（1903年）

王懿栄、甲骨文字を発見（1899年）



劉
鶚
（
一
八
五
七
～
一
九
〇
九
）

王
懿
栄
が
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
甲
骨
資
料
の
研
究
は
、
そ
の
幕
客
（
私

設
秘
書
）
で
あ
っ
た
劉
鶚
が
受
け
継
い
だ
。

王
懿
榮
の
死
後
、
甲
骨
資
料
を
譲
り
受

け
た
劉
鶚
は
、
こ
れ
に
加
え
て
計
五
千
片

あ
ま
り
の
甲
骨
資
料
を
收
集
し
、
一
九
〇

三
年
に
『
鉄
雲
蔵
亀
』
を
刊
行
し
た
。

劉鶚（1857～1909）



『
鉄
雲
蔵
亀
』
（
一
九
〇
三
年
刊
）

王
懿
栄
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
後
、
甲

骨
資
料
を
買
い
取
っ
た
劉
鶚
は
、
自
身
が

集
め
た
も
の
も
含
め
、
約
五
千
点
の
資
料

の
中
か
ら
文
字
が
鮮
明
な
も
の
一
〇
五
八

片
を
選
び
、
一
九
〇
三
年
に
拓
本
集
『
鉄

雲
蔵
亀
』
を
刊
行
し
た
。

甲
骨
文
字
は
こ
う
し
て
は
じ
め
て
世
に

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

王懿栄（1845～1900）
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林泰輔、甲骨文字に関する論文を発表（1909年）



林泰輔（1854～1922）

甲
骨
資
料
の
紹
介

劉
鶚
の
『
鉄
雲
蔵
亀
』
に
い
ち
早
く
注

目
し
た
の
が
林
泰
輔
で
あ
っ
た
。

林
は
一
九
〇
九
年(

明
治
四
二
年)

、
『
史

学
雑
誌
』
に
「
清
国
河
南
省
湯
陰
県
発
見

の
亀
甲
牛
骨
に
就
き
て
」
を
発
表
し
、
当

時
真
偽
が
疑
わ
れ
て
い
た
『
鉄
雲
蔵
亀
』

を
精
査
考
証
し
て
、
甲
骨
資
料
が
中
国
古

代
史
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
物
証
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。



劉
鶚
（
一
八
五
七
～
一
九
〇
九
）

王
懿
栄
を
始
め
と
し
て
、
甲
骨
資
料
に

関
わ
っ
た
人
に
は
不
幸
な
死
を
遂
げ
た
人

が
多
い
。

劉
鶚
は
義
和
団
事
件
の
際
、
北

京
の
難
民
救
済
の
た
め
、
八
カ
国
連
合
軍

と
交
渉
し
て
太
倉
の
政
府
米
を
難
民
に
与

え
た
の
が
政
府
米
の
私
売
に
当
た
る
と
し

て
、
一
九
〇
八
年
（
光
緒
三
四
年
）
に
両

江
総
督
の
弾
劾
を
受
け
、
新
疆
ウ
ル
ム
チ

に
流
刑
と
な
り
、
翌
年
、
病
死
し
た
。

劉鶚（1857～1909）



羅振玉（1866～1940）

羅
振
玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
）

劉
鶚
に
甲
骨
資
料
の
出
版
を
勧
め
た
の

は
羅
振
玉
だ
っ
た
。
同
書
が
日
本
で
高
い

評
価
を
受
け
る
と
、
一
九
〇
九
年
、
彼
は

自
ら
現
地
に
赴
き
、
真
の
出
土
地
が
河
南

省
安
陽
県
小
屯
村
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と

め
、
さ
ら
に
甲
骨
資
料
の
中
に
史
記
殷
本

紀
と
一
致
す
る
王
名
十
五
と
史
記
を
訂
正

す
べ
き
王
名
二
を
発
見
し
た
。
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資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より
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王国維「殷卜辞中所見先公先王考」(1917年)



王
国
維
（
一
八
七
七-

一
九
二
七
）

羅
振
玉
を
助
け
て
甲
骨
資
料
の
整
理
と

研
究
に
従
事
し
た
の
が
、
羅
の
学
生
で
あ

り
、
娘
婿
で
も
あ
っ
た
王
国
維
だ
っ
た
。

王
は
甲
骨
文
字
に
刻
ま
れ
た
王
の
名
が
、

史
記
殷
本
紀
な
ど
に
見
え
る
殷
王
朝
の
系

図
と
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
が
殷
王
朝
の
謎
を
解
き
明
か
す
第
一
級

の
史
料
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

王国維（1877-1927）



殷墟文字丙編247
(前辞)甲申の日、占いを行っ

た(占い師の)殼が聞いた

(命辞)婦好の出産は吉でしょ

うか？

(占辞)王は占って言った。

「丁の日に生まれれば大吉、

庚の日に生まれれば吉だ」

(験辞)三十一日後の甲寅の日

に出産、女子が生まれた



？
甲骨資料の真の出土地が明らかになり

さらにその解読によって殷王朝の実在が

証明されると、中国はある国家事業を

開始した。その国家事業とは？



第三節

殷墟の発掘

現代によみがえった殷王朝
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1926～89

中華人民共和国
1949～

平成時代
1989～

劉鶚、鉄雲蔵亀を出版（1903年）

羅振玉、真の出土地を発見（1910年）

王懿栄、甲骨文字を発見（1899年）

林泰輔、甲骨文字に関する論文を発表（1909年）

王国維「殷卜辞中所見先公先王考」(1917年)

殷墟の発掘調査開始（1928～37年）



董作賓（1895～1963） 李済（1896～1979）



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より
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劉鶚、鉄雲蔵亀を出版（1903年）

羅振玉、真の出土地を発見（1910年）

王懿栄、甲骨文字を発見（1899年）

林泰輔、甲骨文字に関する論文を発表（1909年）

王国維「殷卜辞中所見先公先王考」(1917年)

殷墟の発掘調査開始（1928～37年）

堯舜禹抹殺論論争（1911～12年）



林泰輔（1854～1922）白鳥庫吉 (1865～1942)
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中華人民共和国

尭舜禹抹殺論論争

甲骨文字の発見と研究により殷王朝の実在が証明される



？
林泰輔は発掘された殷墟を

見ることができたのか？
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劉鶚、鉄雲蔵亀を出版（1903年）

羅振玉、真の出土地を発見（1910年）

王懿栄、甲骨文字を発見（1899年）

林泰輔、甲骨文字に関する論文を発表（1909年）

王国維「殷卜辞中所見先公先王考」(1917年)

殷墟の発掘調査開始（1928～37年）

堯舜禹抹殺論論争（1911～12年）

林泰輔、没（1922年）



林泰輔（1854～1922）

実
現
し
な
か
っ
た
夢

林
泰
輔
は
一
九
一
八
年
の
河
南
省
安
陽

市
で
の
第
一
次
調
査
の
後
、
二
一
年
に
再

度
調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
一
九

年
に
起
こ
っ
た
五
四
運
動
の
後
、
日
中
関

係
が
悪
化
し
た
た
め
、
調
査
は
実
施
で
き

ず
、
二
二
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

二
十
世
紀
最
大
の
発
見
と
い
わ
れ
る
殷

墟
の
発
掘
の
六
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。



林泰輔（1854～1922）

林
泰
輔
が
後
学
の
徒
に
残
し
た
言
葉

林
泰
輔
は
最
後
の
論
文
「
支
那
上
代
の

研
究
資
料
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
学
問
の

あ
り
方
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。



林泰輔（1854～1922）

林
泰
輔
が
後
学
の
徒
に
残
し
た
言
葉

支
那
上
代
の
文
籍
と
（
甲
骨
資
料
な

ど
）
他
の
資
料
と
を
比
較
対
照
し
て
之
を

討
究
せ
ば
、
種
々
の
事
柄
に
於
て
そ
の
一

致
せ
し
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
決
し
て
難

事
に
非
ざ
る
な
り
。
元
来
、
何
等
の
関
係

な
く
別
々
に
各
方
面
に
伝
り
し
も
の
ヽ
か

く
ま
で
一
致
す
る
こ
と
は
、
即
ち
当
時
の

真
相
を
伝
ふ
る
も
の
に
て
、
実
に
確
乎
た

る
憑
拠
を
数
千
歳
の
後
に
遺
し
た
る
も
の

と
い
ふ
べ
し
。

林
泰
輔
「
支
那
上
代
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」



林泰輔（1854～1922）

林
泰
輔
が
後
学
の
徒
に
残
し
た
言
葉

古
代
の
文
籍
豈
悉
く
後
世
の
偽
託
な
ら

ん
や
。
世
の
論
者
宜
し
く
眼
界
を
闊
大
に

し
、
文
籍
に
就
て
は
表
裏
両
面
よ
り
精
密

な
る
観
察
を
な
し
、
又
博
く
資
料
を
文
籍

以
外
に
求
め
、
参
伍
錯
綜
し
て
之
を
考
覈

（
こ
う
か
く
）
す
べ
し
。
徒
に
空
想
的
仮

説
に
耽
り
て
快
を
一
時
に
取
る
こ
と
は
、

た
と
ひ
其
の
説
巧
妙
な
り
と
す
る
も
決
し

て
後
世
の
識
者
を
欺
く
こ
と
は
能
は
ざ
る

な
り
。

林
泰
輔
「
支
那
上
代
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」



林泰輔（1854～1922）

「
真
実
の
み
が
勝
利
す
る
」
＊

「
脱
亜
入
欧
」
が
唱
え
ら
れ
、
ア
ジ
ア
蔑

視
の
風
潮
が
広
ま
る
中
、
林
泰
輔
は
中
国

の
古
典
籍
を
信
じ
、
中
国
の
研
究
者
が
新

た
に
発
見
し
、
研
究
を
進
め
て
い
た
甲
骨

資
料
を
物
証
と
し
て
、
真
実―

―

殷
王
朝

の
実
在―

―

を
明
ら
か
に
し
、
白
鳥
庫
吉

と
の
論
争
に
勝
利
し
た
。

＊
古
代
印
度
哲
学
の
言
葉
。
英
国
の
植
民
地
支
配

を
脱
し
た
イ
ン
ド
が
い
ま
も
掲
げ
る
標
語



世界文化遺産に登録された殷墟

殷墟は2006年、世界文化遺産に登録され、いまも広大な遺跡として保存されている



まとめ

◼甲骨文字の発見と解読により、中国文明圏の文字である漢字は、殷

王朝が現在の河南省安陽県に都を移した約3300年ほど前にすでに誕

生していたことが明らかとなった。

◼甲骨資料に刻まれた文字は、現在知られているだけで約4500種類ほ

どあり、その半数の2000字ほどが解読されている。

◼羅振玉、王国維らによる甲骨資料の整理・研究と、それに続く殷墟

の発掘により、殷王朝の実在が確認された。



参考文献

◼平川祐弘『マテオ・リッチ伝１』（東洋文庫一四一、平凡社、一九

六九年）

◼陳舜臣『中国発掘物語』（講談社文庫 1991）

◼阿辻哲次『図説漢字の歴史』（大修館書店 1989）

◼江上波夫編『東洋学の系譜』（大修館書店 1992年、林泰輔と白鳥

庫吉の評伝を収める）


